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●1	 はじめに

HVTT（Heavy Vehicle Transport Technology）

は IFRTT（The International Forum on Road 

Transport Technology）における商用車や道路の貨

物輸送に関する専門家同士の知識や経験の交換の場と

して設立されたシンポジウムである。1986年からお

およそ2年に1度の頻度で開かれており、これまでに

スウェーデンやニュージーランドが開催地となってい

る。本稿では2018年の第15回HVTTシンポジウム

について紹介する。

●2	 第15回HVTTシンポジウムについて

第15回HVTTシンポジウム（HVTT15）は、2018

年10月2日〜10月5日の4日間、オランダのロッテ

ルダムで開催された。シンポジウムの主なテーマは、

3つのトピックと13の項目から構成されている。3

つのトピックは、商用車の技術のようにハードに関す

るもの、インフラ管理のようにソフトに関するものな

ど、ハード・ソフトの両方に関する内容となっている。

なお、シンポジウムでは、隊列走行などの新たな物流

システムに関する取組みや都市内物流、貨物車の安全

性など、商用車や貨物輸送に関する様々な題目のセッ

ションが開かれた。

（1）セッション

開かれたセッションは、全員参加のプレナリーセッ

ションが3つ、同じ時間帯に3つ程度のセッションが

開かれるパラレルセッションが24、才能ある若者がプ

レゼンや討論を行うヤングタレントセッションがあっ

た。プレナリーセッションは、一つの題目（都市内物流

など）について、司会の進行のもとで複数の発表者が発

表を行い、発表のあとに題目に沿った議論や討論を行

う。パラレルセッションは、同時間帯に開催される題

目のセッションごとの部屋に分かれて、発表者が発表

を行った後に質疑応答を行う形である。ヤングタレン

トセッションは、起業した若者など、複数人の才能あ

る若者による議論、討論が行われた。

 

表－1　HVTT15の主なテーマ

（出典：HVTT15のHP）

写真－1　プレナリーセッションの様子
（出典：HVTT15のHP）
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パラレルセッションの中には、新技術を活用したト

ラックの隊列走行に関するセッションがあり、ヨー

ロッパの隊列走行実験の多くに参画しているオランダ

のTNOによる隊列走行実験のこれまでの取組みや進捗

状況に関する発表がなされた。その他にも、シナリオ

ベースによるトラック隊列走行の橋梁への影響や車線

変更等における安全性の評価に関する考察、隊列走行

が実現した場合の燃費向上や労働時間の効率化に関す

る考察を行った研究が見受けられた。

（2）ロッテルダム港の見学

シンポジウムの最終日は、港湾の一部で荷役が自動

化されているロッテルダム港の見学が行われた。ロッ

テルダム港は、コンテナ取扱量が世界で第12位2）

（2016年時点）となっており、また、ヨーロッパ最大

の港として知られている。ロッテルダム港の見学は、

ユーロポート地区とマースフラクテ地区で行われ、実

際の荷役の見学や船による港湾内の見学、港湾の概要

説明を受けた。

荷役については、船舶からの荷下ろしや降ろした荷

物の移動までシステムにより自動化されているエリア

があった。しかし説明を聞くところによると、自動化

は人が作業するよりも時間が掛かっており、時間的な

効率性はまだ人による作業の方が良いとのことであっ

た。

●3	 おわりに

HVTT15は、その名の通り、商用車に関するセッ

ションや知識交換のための場として開催されており、

トラックメーカーの社員や大型貨物車に関する研究

者、物流に関する交通の専門家などが世界中から集ま

り、意見交換や知識交換を行っていた。

他国の物流に関する取組みや課題に関する知識や意

見交換が可能であることから、商用車という特定のト

ピックではあるものの、世界中の意見が交わされるこ

のシンポジウムは大変有意義なものであると感じられ

た。
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写真－2　パラレルセッションの様子

写真－3　ヤングタレントセッションの様子
（出典：HVTT15のHP）

写真－4　ロッテルダム港の荷役が自動化されたエリア


